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2023年11月10日 IGES
COP28直前ウェビナーシリーズ 第1回「政治的局面を迎えるグローバルストックテイク
世界の軌道修正成るか」
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科学の役割
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情報源
• 締約国からの提出物
• 最新IPCC報告書
• 補助機関報告書
• 関連機関報告書
• 国連機関報告書
• 締約国の自発的提出
• 地域グループ・機関
• 締約国以外の提出物

第１回グローバルストックテイクのスケジュール
科学の必要性１
成果・知見のインプット
・論文、報告書
・データ など

排出削減目標
（NDC）の更新

科学の必要性２
どこまで引き上げるべきか？
技術的に可能か？

自然科学者が苦手な部分？
提出物の概容（統合報告書より）
As of 2 October 2023, submissions were received from 24 

Parties (日本含む) on behalf of Party groups or individual 

Parties, representing 180 Parties and from 44 non-Party 

stakeholders (IGES含む) expressing views on the elements for 

the consideration of outputs components of the first global 

stocktake totalling 787 pages (423 from Parties and 371 from 

non-Party stakeholders).

政策フェーズでも

・客観性
・透明性
・中立性
・定量性
・普遍性
・迅速性



GSTに向き合う科学
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気候変動のトップジャーナルが
1st Global Stocktakeを特集

スケジュール

GSTとは？

論点

各国の思惑

資金増

さらに再エネへ

投資効果

先進国の負担

仕組み

https://www.nature.com/collections/

dajifcgcej



大気の温室効果ガスは減っていない
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ハワイ・マウナロア
（SIO）

日本・波照間
（NIES）

人工衛星

世界気象機関

増加速度

※新型コロナによる排出減少は2020年に7％程度だけ (国際プロジェクトの分析)



科学的な課題
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過去の変動
を理解

現状を正確に把握 変化を迅速
に検出

将来の排出削減と
温暖化抑制の関係

自然変動

衛星による監視

緩和技術

残された影響
→適応

第１回グローバルストックテイク

不確実性

統合解析（国際炭素プロ）
排出・吸収の積上げ

（Itoら2023）

（Lauvauxら2022）

科学的研究の成果
望ましい方向



IPCCへの貢献
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第2作業部会
影響・適応
第3作業部会
緩和

1.5℃特別報告書
陸域特別報告書
（都市特別報告書）

第１作業部会
科学

日本の研究者も貢献
LA （気象研・石井、JAMSTEC・Prabir Patra）
専門家査読者、論文引用

グローバル・カーボン・プロジェクト
・CO2/CH4/N2O収支の統合解析

世界から多数の科学者が参加し最新の知見をまとめた、
最も信頼できる科学的根拠
（ただし発表間隔は５年以上： 2013 -> 2021）

各研究機関・グループによる観測・モデル・解析

炭素循環・温室効果ガスの循環に関する章

将来の気候予測に関する章

IPCC（気候変動に関する政府間パネル）
国連による気候変動科学の統括機関



世界の動向
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パリ協定グローバルストックテイク（GST）
（第1回: 2023、第2回: 2028、、、）

世界の観測・研究コミュニティ
次期IPCC報告書（AR7）に向けた検討開始

WMO Global 
Greenhouse Gas 
Watch (GGGW)
総会で採択

(Byrne et al., 2023, ESSD)

ただし
・資金的な裏付けは弱い
・活動間の整合性は未調整
・地域的な粗密
→欧米で密、アジアは手薄



日本の動向
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緩和（GHG収支）関係の情報をグローバルストックテイク（①情報収集）に提供

環境研究総合推進費（SII-8 → S-22）

第２回グローバルストック
テイク （-2028） に向けた
分析・戦略・研究開発



排出削減を検出できるか？
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⚫測定・推定の精度（±）は、実は研究者もよく分かっていない
センサーの精度は反復計測の“ばらつき”から評価できる。
国・地域スケールのGHG収支の精度は？

考え方 （個人的な意見）
⚫ 異なる手法（A.大気から逆算 と B.地表から積上げ）

の差よりも小さい変化は検出困難
⚫ 同じ手法の中で使うモデル・データ間の差よりも

小さい変化は検出困難

例： 日本・韓国のメタン収支[2008–2017]
A. 大気から: 4.42 ± 0.73 Tg CH4 yr–1 （±16.5%）
B. 地表から: 4.02 ± 0.68 Tg CH4 yr–1 （±16.9%）
A vs B: 0.4 Tg CH4 yr–1 （9.9%）

地域・時期・ガスによって異なる（データの質・量、放出
源が異なるため）

A.大気から

B.地表から

積上げ

逆算

新規衛星が多数
打ち上げ予定



科学と政策の距離
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UNFCCCに提出された森林の現状データにおいて
科学的（衛星）データは あまり使われていない

土地利用
（面積の変化）

温室効果ガス
放出/吸収

ストックの
変化

→ 科学と政策の対話、キャパビル、データ利用ガイドラインなどの必要性



1st GSTへの期待
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各国の進捗状況（統合報告書では不十分と指摘）を踏
まえ、 NDCのより野心的方向への引き上げへ

→ 科学的な知見・データの重要性が再認識
→ さらなる開発研究への動機付け

・ 大気・海洋・陸域・都市の観測ネットワーク

・ 最新のデータ・計算科学を活用したモデル
・ より信頼性の高い情報に基づく排出インベントリ

→ 環境政策の科学的基盤となる大気・気候の監視へ

ご清聴ありがとうございました

1st GSTは終点ではなく
次への起点



補足
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宇宙機関による貢献



補足
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気候変動プラネタリーバウンダリー（地球の持続可能性限界）



COP28成功のベンチマーク
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1. グローバルストックテイク[GST]を変革的行動に

- NDCをより早期に（＜2035年）、より野心的に

2. 地球規模システムの変革

- 代替燃料、食料・土地利用システム、都市

3. 気候変動へのレジリエンス

- ロス＆ダメージ基金、適応枠組み

4. 脆弱な国々への資金提供

- 気候関連資金フローを４兆３０００億ドル[-2030] へ

https://www.wri.org/insights/cop28-benchmarks-success


